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想
像
を
絶
す
る
震
災
地
に
シ
ョ
ッ
ク
！

現
地
で
震
災
復
興
支
援
に
参
加（七月

二
十
五
〜
二
十
九
日
、
宮
城
県
）

　
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
東
日
本
大
震
災
復
興
・
再
建
対
策
本
部（
村
上
光
雄
本

部
長
）は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
東
日
本
大
震
災
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と

し
て
、
現
地
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
隊
を
編
成
し
、
六
月
二
十
日
か
ら
三
班
に

分
か
れ
て
被
災
県
の
復
旧
・
復
興
支
援
を
行
っ
た
。
広
酪
か
ら
は
寺
道
弘
生
所

長（
西
部
事
業
所
・
写
真
前
列
右
端
）と
加
藤
祐
一
技
師（
東
部
事
業
所
・
上
記

写
真
三
列
目
右
端
）二
名
の
職
員
派
遣
を
決
定
し
、
二
名
は
広
酪
を
代
表
し
て

第
三
班
と
し
て
七
月
二
十
五
日（
月
）か
ら
二
十
九
日（
金
）、
他
の
J
A
職
員
と

共
に
宮
城
県
で
の
支
援
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

七
月
二
十
五
日
、
第
三
班
と

し
て
召
集
さ
れ
た
J
A
尾
道
・

J
A
三
原
・
J
A
福
山
・
J
A

三
次
・
J
A
庄
原
・
中
央
会
・

広
酪
の
派
遣
員
十
九
名
が
広
島

空
港
に
集
合
。結
団
式
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
現
地

に
飛
ん
だ
。
現
地
到
着
後
、
東

日
本
大
震
災
J
A
グ
ル
ー
プ
支

援
隊
と
し
て
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
百
二
名（
愛
知
・
岐
阜
・
鳥

取
・
広
島
・
熊
本
・
埼
玉
・
鹿
児
島
・
全
国

連
）の
有
志
と
合
流
。

　

J
A
グ
ル
ー
プ
宮
城
災
害
復
興
本
部
の
中

坪
総
務
部
次
長（
J
A
宮
城
中
央
会
）
か
ら

「
大
震
災
で
大
き
な
津
波
が
発
生
し
J
A
会

員
の
多
く
の
圃
場
が
津
波
で
被
災
し
た
。
会

員
は
落
胆
し
今
後
の
生
産
意
欲
を
大
き
く
落

と
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
復

旧
・
復
興
を
目
指
し
た
い
」と
要
望
し
た
。

■
十
m
を
超
え
る
津
波
！

二
次
災
害
を
防
ぎ
、
細
心
の

注
意
を
も
っ
て
支
援
！

　

尾
本
営
農
農
政
部
次
長（
J
A
宮
城
中
央

会
）
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
概
要
と
被
害

状
況
の
報
告
を
受
け
、「
三
月
十
一
日
の
地

震
に
よ
る
津
波
の
第
一
波
は
三
十
㎝
程
度
の

津
波
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
第
二
波
は
十

m
を
超
す
大
き
な
津
波
が
発
生
し
、
県
内
全

耕
作
面
積
の
約
一
割
が
被
害
を
受
け
た
。
そ

の
後
も
余
震
が
続
き
、
四
月
七
日
に
は
震
度

五
で
建
物
の
倒
壊
も
多
く
あ
り
、
更
に
七
月

■
組
合
代
表
と
し
て
熱
い
思
い
を
胸
に
！

（現地オリエンテーションの様子）

ガンバロウ東日本
ガンバロウ日本
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二
十
四
日
に
も
震
度
五
の
余
震
が
発
生
し

た
。
作
業
に
あ
た
っ
て
は
水
分
補
給
と
些
細

な
傷
等
が
あ
っ
た
場
合
は
破
傷
風
の
感
染
も

予
想
さ
れ
、
速
や
か
な
報
告
と
救
急
処
置
を

行
う
よ
う
に
と
注
意
を
受
け
た
。

■
初
日

J
A
み
や
ぎ
亘わ
た
り理
で

イ
チ
ゴ
農
家
を
支
援

　

支
援
隊
は
、
J
A
み
や
ぎ
亘
理
に
到
着
。

岩
佐
組
合
長
ら
幹
部
の
出
迎
え
を
受
け
た
。

岩
佐
会
長
か
ら
「
管
内
で
は
水
稲
は
も
と
よ

り
イ
チ
ゴ
栽
培
が
盛
ん
で
年
間
四
十
億
の
売

上
が
あ
る
。
今
回
の
津
波
で
は
仙
台
東
部
道

路
が
防
波
堤
と
な
り
、
海
に
面
し
た
イ
チ
ゴ

栽
培
農
家
の
内
、
約
九
十
五
％
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
被
災
農
家
は
再
建
す
る
た
め

内
陸
部
に
農
用
地
を
確
保
し
、
イ
チ
ゴ
の
苗

の
定
植
を
は
じ
め
た
。今
回
の
支
援
隊
に
は
、

八
月
中
旬
の
苗
の
定
植
に
向
け
た
新
た
な
圃

場
整
備
を
お
願
い
し
た
い
」と
支
援
を
求
め

ら
れ
た
。

　

支
援
隊
は
福
島
原
発
か
ら
約
五
十
㎞
に
位

置
す
る
イ
チ
ゴ
造
成
地（
五
・
四
ha
）に
赴
き
、

主
に
造
成
さ
れ
た
圃
場
の
支
援
で
、
ハ
ウ
ス

の
組
み
立
て
や
竹
・
桑
の
根
の
撤
去
に
あ

た
っ
た
。
現
地
作
業
は
炎
天
下
と
砂
ぼ
こ
り

の
重
労
働
で
は
あ
っ
た
が
、
怪
我
も
な
く
順

調
に
終
了
し
た
。

■
二
日
目

想
像
を
絶
す
る
現
場
体
験
。

悪
臭
・
わ
き
あ
が
る
ハ
エ
・

地
盤
の
ぬ
か
る
み

直
ぐ
側
で
は
遺
体
捜
索
も

　

二
日
目
は
石
巻
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
事
務
局
・
専
修
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
済
ま
せ
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
偽
っ
て
盗
難
を
図
る
心
無
い
者
が
い
る

た
め
で
登
録
証
を
作
業
服
に
貼
り
付
け
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
作
業
地
は
河

口
よ
り
約
一
㎞
の
地
点
で
、
津
波
が
入
っ
た

圃
場
の
瓦
礫
撤
去
作
業
を
行
っ
た
。

　

前
方
の
圃
場
で
は
警
察
の
遺
体
捜
索
が
行

わ
れ
て
お
り
、
捜
索
が
終
了
し
た
圃
場
の
み

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
、
瓦
礫
の
多
く
は

じ
ゅ
う
た
ん
や
シ
ー
ト
・
流
木
で
、
悪
臭
、

ハ
エ
の
発
生
や
汚
泥
等
で
地
面
は
ぬ
か
る

み
、
炎
天
下
の
作
業
で
体
力
の
消
耗
は
激
し

か
っ
た
。
圃
場
近
く
で
は
牛
舎
の
被
災
も
見

ら
れ
、
酪
農
家
若
し
く
は
肥
育
農
家
で
あ
る

か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
作
業
終
了
後
、

沿
岸
部
を
経
由
し
被
災
地
を
視
察
し
た
が
、

直
接
、
被
災
地
を
見
る
と
テ
レ
ビ
画
像
よ
り

遙
か
に
壮
絶
な
も
の
で
、
な
ん
と
も
言
い
よ

う
の
無
い
強
い
悪
臭
も
あ
っ
た
。

（竹や桑の実の根を手作業で掘り起こす隊員）

（ぬかるみの中でがれき撤去を行
う加藤技師：左から二人目）

（作業隣接地では警察による
遺体捜索が未だ行われる現
実を目の辺りにする）

震災
支援



4

2011年（平成23年）9月〔№210〕

▼
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
既
に

六
ヶ
月
が
経
過
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
収
束
に
は
程
遠
い
状
況
が
続

く
。
加
え
て
、
次
々
と
日
本
の
食

の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が
す
事
態

が
発
生
し
て
い
る
。
当
初
、
問
題

と
な
っ
た
生
乳
や
野
菜
・
コ
メ
だ

け
で
な
く
、
今
度
は
国
の
暫
定
基

準
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
汚
染
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
牛

肉
が
ほ
ぼ
全
国
に
流
通
す
る
事
態

を
招
い
た
。
国
の
肉
牛
出
荷
停
止

の
指
示
は
、
福
島
県
、
宮
城
県
、

岩
手
県
、
栃
木
県
と
相
次
ぎ
、
全

国
の
各
自
治
体
で
は
出
荷
検
査
等

が
検
討
さ
れ
大
き
な
波
紋
を
招
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

テ
レ
ビ
で
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て

き
た
日
本
食
品
の
「
国
産
」の
安
全

性
が
崩
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

米
国
牛
肉
を
買
い
求
め
る
消
費
者

の
姿
が
報
道
さ
れ
た
。

▼
消
費
者
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
畜

産
農
家
ら
が
「
な
ぜ
屋
外
に
あ
っ

た
稲
わ
ら
を
給
与
し
て
し
ま
っ
た

の
か
」と
畜
産
農
家
の
モ
ラ
ル
と
国

産
の
安
全
性
を
疑
い
、
国
内
農
産

物
が
敬
遠
さ
れ
る
事
態
を
招
い
た
。

我
々
、
畜
産
農
家
か
ら
す
れ
ば
我

が
子
同
然
の
牛
達
が
や
せ
細
っ
て

い
る
姿
を
み
れ
ば
、
当
然
エ
サ
を

腹
い
っ
ぱ
い
与
え
て
や
り
た
い
と

思
う
の
は
至
極
当
然
で
、
心
情
は

理
解
で
き
る
。
一
方
で
、
遠
路
離

■
最
終
日

J
A
み
や
ぎ
亘
理

復
興
へ
の
兆
し
を
見
た
!

　

最
終
日
は
初
日
同
様
に
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
建

設
地
の
ゴ
ミ
撤
去
作
業
に
あ
た
っ
た
。
支
援

隊
員
の
疲
労
も
極
限
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の

日
、
作
業
は
午
後
三
時
に
終
了
し
、
前
日
同

様
に
亘
理
町
沿
岸
部
を
視
察
し
た
。
石
巻
同

様
に
壮
絶
な
風
景
を
目
に
し
た
が
、
一
方
で

復
興
に
向
け
た
作
業
は
着
々
と
進
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
支
援
活
動
終
了
後
、
岩

佐
組
合
長
か
ら
「
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
地
の
造
成

に
あ
っ
て
は
生
産
者
の
後
押
し
で
大
き
な
決

断
が
出
来
た
。
被
災
後
、
農
家
は
呆
然
と
し

て
い
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
生
産
者
か

（流れてきた圃場のがれきを人力で撤去）

ら
『
組
合
長
、
何
を
悩
ん
で
い
る
の
か
。
私

た
ち
は
や
る
よ
！
』と
の
決
断
を
き
っ
か
け

に
、
全
国
の
J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支
援
を

受
け
、
再
建
に
向
け
て
意
欲
の
高
ま
り
に
拍

車
が
か
か
っ
た
。
今
回
の
支
援
活
動
に
感
謝

す
る
」と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

■
支
援
活
動
か
ら
学
ぶ

組
織
活
動

　

今
回
の
支
援
隊
に
参
加
し
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
あ
た
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
経
験
で
あ
っ
た
。
現
地
の
要
望

に
応
え
、心
情
を
察
知
し
支
援
す
る
こ
と
は
、

広
酪
の
組
織
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
、
組

合
員
の
意
見
・
要
望
に
応
え
る
こ
と
に
重
な

る
。
今
回
の
支
援
活
動
に
お
け
る
貴
重
な
経

験
か
ら
、
今
後
の
組
織
活
動
に
向
け
た
ヒ
ン

ト
を
得
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
東
日
本
大
震

災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
が
一
日
も
は
や

く
再
建
で
き
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

（
寺
道
弘
生
・
加
藤
祐
一
）

（道路沿いに集められたがれきの山）

（手作業で流木等を掘り起す撤去作業。
中央は集められた流木の山）

（ぬかるみでの作業は隊員の体力を奪った。
　　　　　　　　埋もれたじゅうたんを撤去）

震災
支援
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れ
た
静
岡
県
の
茶
葉
か
ら
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を

見
れ
ば
、
屋
外
に
あ
る
稲
わ
ら
を

給
与
す
れ
ば
内
部
被
爆
の
可
能
性

も
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

も
思
う
。
現
地
の
混
乱
す
る
情
勢

下
と
詳
し
い
状
況
が
分
か
ら
な
い

中
で
、
疑
問
点
が
幾
つ
か
残
る
。

▼
国
の
法
律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
補

助
事
業
の
新
設
又
は
改
正
が
毎
年

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た
と

し
て
こ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
こ
れ
ら
の
情
勢
変
化

に
は
し
っ
か
り
と
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
個
々
に
情
報
収
集
す
る
構

え
も
重
要
と
考
え
る
。

▼
今
回
の
原
発
事
故
を
受
け
て
、
国

は
現
地
の
稲
わ
ら
の
収
穫
時
期
の

把
握
が
出
来
て
お
ら
ず
、
地
元
行

政
も
そ
の
屋
外
放
置
の
稲
わ
ら
給

与
を
禁
止
す
る
指
導
徹
底
の
不
手

際
を
陳
謝
し
た
。
地
元
行
政
と
国

と
の
情
報
収
集
や
連
携
に
も
疑
問

が
残
る
。

▼
県
内
で
も
口
蹄
疫
や
感
染
性
疾
病

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
防
疫
体

制
、
緊
急
事
態
に
は
国
、
県
、
市
町
、

行
政
と
連
携
し
た
初
動
対
応
が
重

要
と
な
る
。
組
合
員
は
日
々
変
化

す
る
情
勢
に
対
し
て
、
行
政
か
ら

発
せ
ら
れ
る
通
達
等
に
対
し
て
自

ら
も
情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
組
合
と
し
て
も
日

頃
か
ら
の
行
政
と
の
情
報
共
有
を

も
っ
て
、
緊
急
時
に
連
携
し
た
体

制
整
備
が
図
ら
れ
る
よ

う
備
え
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

（研修報告を行う林監事）

9/9　広酪本所会議室第２回監事会・コンプラ研修

監
事
の
職
責
と
義
務
を
改
め
て
認
識

効
率
的
監
査
を
目
指
し
林
監
事
の
コ
ン
プ
ラ
伝
達
研
修

　

池
田
道
明
代
表
監
事
は
、
監
事
四
名
の
出
席
の
も
と

第
二
回
監
事
会
を
開
催
し
た
。
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
、
林
智
行
監
事
が
出

席
し
た
全
国
Ｊ
Ａ
新
任
常
勤
監
事
研
修
会
で
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
伝
達
研
修
を
行
い
、
監
事
の
役
割
、
職
責

や
義
務
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
監
査
を
行
う
上
で

の
基
本
や
進
め
方
な
ど
を
研
修
し
た
。
こ
れ
ら
内
容
を

鑑
み
、

①
平
成
二
十
三
年
度
監
査
方
針
等
の
策
定

②
上
期
決
算
監
査
に
伴
う
監
事
対
応

③
監
事
定
数

④
内
部
監
査
と
の
連
携
等
を
協
議
し
た
。

善
管
注
意
義
務
と
は


